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W20a XRISM で検出された鉄の蛍光輝線で明らかにするHer X-1 の円盤構造
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ヘラクレス座X-1(Her X-1)は、太陽質量の約 2 倍の恒星との恒星と中性子星からなる、連星周期 1.7 日の食連
星である。中性子星の降着円筒からのX線放射が、降着円盤や降着流、光学主星などを照らして鉄の蛍光輝線が
生じると考えられている。先行研究 (Kosec et al. ApJ, 2022)では、6.4 keVに見られる幅 (1σ)∼ 20 eVの細い
鉄K輝線と、6.7 keVに幅∼200 eV、6.5 keV付近に幅∼700 eVの広がった 2つの輝線構造も観測されていた。
輝線幅から推定できる速度から、細いものが相手の恒星からの降着流、広がったものは降着円筒からの放射と考
えられていた。しかし、特に細い輝線は幅が 20 eV程度と既存の検出器のエネルギー分解能よりも小さく、詳細
な構造を調べることは難しかった。そこで我々は、最高のエネルギー分解能 (6 eV@6 keV)を持つ XRISMの公
募観測 (GO1)で、Her X-1の観測を提案して Priority-Aで採択された。観測は日米のチームで、明るいmain on
の位相の 2024年 9月 10 ‒ 14日の 4日間 (連星周期の約 2.5周分)行われた。さらに XMM-Newton、Chandra、
NuSTAR、理研を中心に打ち上げたNinjaSatでの同時観測も行った。XRISMの観測は、食を含む時間変動をとら
え、低電離の鉄の蛍光輝線と高階電離した鉄の吸収線を検出した。この観測から、細い鉄輝線が、輝線幅が 20 eV
と 2 eVの 2成分に分離できる兆候を捉えた。


